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高出力ジャイロトロン光源を診断ビームと

する協同トムソン散乱計測（CTS: Collective 
Thomson Scattering）は，プラズマ中のイオン速

度分布関数を計測できる非常に強力な診断手

法である．自己燃焼プラズマに於いて閉じ込め

られた高エネルギーイオンの振る舞いが診断

可能となる．ここ数年，大型ヘリカル装置

（LHD）における77GHz-MWジャイロトロンを

プローブビームとしたCTS計測の開発（受信器

とスペクトル計算）を行ってきた．CTSスペク

トルの過渡応答特性の観測，高速イオンによる

波動励起に関して報告してきた[1, 2]．更に現在

は，計測したCTS信号を数値シミュレーション

MORHコードから得た速度分布関数と比較す

ることで，高速イオン閉じ込めが古典理論で説

明できるかどうか解析を進めている．そのため

にCTSスペクトル計算を行い，計測結果と比較

する必要がある．これまでは各種イオンを

Maxwell分布，高速イオンは減速分布として取

り扱っていたものを高速イオンシミュレーシ

ョンコード（MORHコード）で計算した任意の

速度空間(v||,v)上の分布関数を取り扱えるよう

に改良した． 
計測した散乱信号からSNの良い速度分布関

数を得るために，今年度は次に示す4項目に関

してハードウェアの改良を行っている．(1)プロ

ーブビームに利用するジャイロトロンからの

不要モード発振の抑制[3]と77GHz帯ノッチフ

ィルターの開発，(2)ミリ波送受信アンテナの真

空容器内アライメントとアンテナ駆動システ

ムの改良，(3)受信機感度の調整，(4)高速デジタ

イザと数値処理による周波数高分解能スペク

トル測定，に関して研究を進めている．  
発表ではこれらCTS計測の開発状況に加え，

今年度のLHD実験における高速イオン計測の

進捗状況について報告する． 
 
 

 
Fig. 1 Diagram of the 32 channel CTS receiver and 
fast digitizer system. 
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